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京都のオリエンテーリング

界をリードしてきた八田氏

を偲んで開催されて名を冠

してきた大会も今年で最後。 

 

故八田文夫先生を偲んで 

八田記念の八田氏とは、京都府におけ

るオリエンテーリングの普及を古くか

らリードしてこられ、その発展に尽力

された故八田文夫先生のことです。税

理士であった八田先生はもともとは山

岳関係の活動をされていて、オリエン

テーリングを知って以降、京都府民オ

リエンテーリング教室を活発に開くこ

となどを通して、その普及に努められ

ました。 

その八田氏が 2003 年に亡くなられて

から名を冠した大会を開催していまし

たが、10 年の区切りとして今年が最後

になったようです。 

 

円山公園でのスコアＯ 

今回は、祇園にある円山公園でのスコ

アＯ。45 分の制限時間なので、作戦に

よっては、時間内に全部回ってこれそ

うな微妙な線。僕も、タイムオーバー

を覚悟で全部回ってくるつもりでスタ

ート。 

下の公園部分をまず回って、将軍塚周

りを南から登っていき、最後は北側を

下って戻る…というルートを想定して

回り始めました。 

 

 
スタート地区の様子 

 

 

初めてのＳＩ紛失 

走力がないのは自覚しているので、登

りは極端にスピードが落ちてしまう。

228番までは、順調にいっていたのだが、

予定していた 220→219→217 のルート

をとらずに、つい 219 に先に行ってし

まったのが運の尽き。220 を取った後、

217 に行こうとして、下りすぎてしい、

215に着いてしまった。ここでチェック

と思ったところ、指にはめていたＳＩ

を落としたことに気づきました。 

しかたなく、来たルートを戻ろうとし

たのだがそのルートも外してしまい、

近辺をうろうろと探し回る羽目に。

「見つけた」と思ったら小さな赤い実

だったりと、結局見つけることが出来

ずに帰還。残念ながら失格でした。 

オリエンテーリングを始めて 25年以

上経ちましたが、チェックカード時代

も含めて、無くしたのは初めてのこと

です(-_-;)。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
成績抜粋 

 

 

 

 
 

 

 

 

最後の八田記念Ｏ大会 

 

大会 

報告 
横田 実 

平成 25年 2月 10日 京都府・円山公園 


